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議会構成が決まる市政の
4年間を託す

令和6年第1回臨時会は、北杜市議会議員一般選挙後の初の臨時会として、12月2日から2日間開催しま
した。正副議長選挙をはじめ、各常任委員会委員の選任、組合議会議員の選任などを行いました。
また、市長より提出された議案3件を審議しました。　※審議内容は次号に掲載します。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
北
杜
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、

新
人
議
員
6
人
を
含
む
新
た
な

北
杜
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
の
た
び
臨
時
議
会
で
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
北
杜

市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
は

あ
り
ま
す
が
、
責
任
の
重
大
さ

を
認
識
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
、
「
信
頼

さ
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 　

北
杜
市
は
、
少
子
化
に
よ
る

人
口
減
少
対
策
や
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
確
保
、
介
護
支
援
、

空
き
家
対
策
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た

ち
に
託
さ
れ
た
4
年
間
は
、
市

役
所
本
庁
舎
の
問
題
や
中
学
校

統
合
、
水
道
料
問
題
、
中
部
横

断
自
動
車
道
な
ど
、
北
杜
市
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
課
題
に
も

直
面
し
た
、
と
て
も
大
切
な
4

年
間
と
な
り
ま
す
。

　
大
柴
市
長
が
新
た
に
誕
生
し

ま
し
た
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
北
杜
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
市
政
と
連
携
し
、
市
民

の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
、
後

生
に
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
市
と
な
る
よ
う
、
よ
り
進

ん
だ
政
策
提
案
型
の
市
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

北杜市議会議長

大芝　正和

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
と
議
論
が

生
ま
れ
る
場
所
の
た
め
に

　
こ
の
度
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
副
議

長
の
席
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
杜
市
議
会
も
、
先
の
議
員
一
般
選
挙
に
よ
っ
て

議
員
構
成
や
会
派
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。
新
人
議

員
が
６
人
と
な
り
、
新
た
な
目
線
で
の
議
論
が
生
ま

れ
る
予
感
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
年
間
の
議
員
活
動
の
中
で
も
、
北
杜
市
内
に
あ

る
多
く
の
課
題
や
問
題
が
議
会
に
て
議
論
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
「
魅

力
」
や
「
価
値
」
、
「
唯
一
無
二
」
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
事
は
も

ち
ろ
ん
、
未
来
を
生
き
る
方
た
ち
へ
ど
の
よ
う
に
北

杜
市
を
紡
い
で
い
く
か
。
よ
り
良
き
未
来
の
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て

い
く
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
身
の
丈
に
余
る
役
職
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま

な
目
線
で
多
く
の
議
論
と
共
に
、公
平
公
正
な
議
会
運

営
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北杜市議会副議長

輿水 　 崇

政
策
提
案
型
の
市
議
会
を
目
指
し
て
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任期：令和6年11月28日～令和10年11月27日

①当選回数　②年齢　③住所（※令和6年12月3日現在）

秋山　俊和
①6回　②73
③明野町上手

齊藤　功文
①4回　②73
③大泉町西井出

加藤　紀雄
①4回　②77
③小淵沢町

神田　正人
①2回　②65
③須玉町若神子

飛矢﨑雅也
①1回　②50
③大泉町西井出

清水　　進
①5回　②69
③武川町牧原

秋山　真一
①3回　②54
③長坂町長坂上条

中村　典子
①1回　②53
③武川町山高

中山　喜夫
①2回　②47
③武川町三吹

保坂多枝子
①6回　②72
③高根町蔵原

進藤　正文
①3回　②65
③小淵沢町

山﨑　君江
①1回　②54
③白州町白須

内田　俊彦
①6回　②63
③須玉町穴平

志村　　清
①3回　②72
③須玉町大蔵

髙見澤伸光
①2回　②39
③小淵沢町上笹尾

浅川　勝正
①1回　②36
③高根町村山北割

大塚　　愛
①1回　②42
③大泉町西井出

輿石　知宏
①1回　②43
③武川町三吹

大芝　正和
①2回　②68
③高根町村山西割

議　長

輿水　　崇
①2回　②44
③高根町村山北割

副議長

新しい議員が決まりました



●発行：山梨県北杜市議会　　●発行人：議長　大芝正和　　●編集：議会広報編集委員会
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会派構成

○髙見澤伸光　　輿水　　崇　　輿石　知宏　　大塚　　愛ポラリス北杜
○秋山　俊和　　齊藤　功文　　秋山　真一北杜クラブ
○内田　俊彦　　進藤　正文公明党
○志村　　清　　清水　　進日本共産党
○中山　喜夫　　山﨑　君江北杜オール・イン・ワン

○加藤　紀雄　　保坂多枝子　　大芝　正和　　神田　正人みらい創生

　中村　典子　　飛矢﨑雅也　　浅川　勝正無会派

委員会構成 ◎委員長　○副委員長

総務常任委員会
◎進藤　正文　○浅川　勝正
　髙見澤伸光　　大芝　正和　　秋山　真一　　志村　　清　　保坂多枝子
（企画・財務・税務・選挙・人事・消防等の事務・事業に関する審査、調査）
文教厚生常任委員会
◎神田　正人　○大塚　　愛　
　中村　典子　　山﨑　君江　　齊藤　功文　　清水　　進　　内田　俊彦
（教育・文化・福祉等の事務・事業に関する審査、調査）
経済環境常任委員会
◎中山　喜夫　○輿石　知宏
　飛矢﨑雅也　　輿水　　崇　　加藤　紀雄　　秋山　俊和
（建設・土木・災害復旧・農林・商工・環境等の事務・事業に関する審査、調査）
議会運営委員会
◎内田　俊彦　○髙見澤伸光　
　輿石　知宏　　中山　喜夫　　神田　正人　　志村　　清　　加藤　紀雄　　秋山　俊和

峡北広域行政事務組合議会議員
　浅川　勝正　　輿石　知宏　　輿水　　崇　　中山　喜夫　　神田　正人　　秋山　真一
　清水　　進　　保坂多枝子　　内田　俊彦　　秋山　俊和
峡北地域広域水道企業団議会議員
　飛矢﨑雅也　　山﨑　君江　　髙見澤伸光　　進藤　正文　　志村　　清　　齊藤　功文
　加藤　紀雄
山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員
　神田　正人
山梨西部広域環境組合議会議員
　内田　俊彦　　秋山　俊和

議会広報編集委員会
◎秋山　真一　○山﨑　君江　○内田　俊彦
　輿石　知宏　　飛矢﨑雅也　　髙見澤伸光　　中山　喜夫　　神田　正人　　志村　　清

　市民の「暮らしの応援」を最優先に
取り組み、安全な暮らしのための「防
災・減災対策の強化」、「持続可能な未
来の実現」、市の強みを生かした「特色
ある産業・農業の発展」、北杜の魅力
をアピールする「点から面の観光」の5
つの政策を柱に、開かれた場での市民
の皆さまとの対話を通じて、信頼関係
を築き、市民が主役のまちづくりを進め
てまいりますので、皆さまの温かいご支
援とご協力をお願いいたします。

おもな施策

　昨今、気候変動の加速に伴う自然災害の頻発、物価高騰など社
会を揺るがすさまざまな課題に直面する中、誰もが安心して生活
できる社会を実現することが市政発展の基盤であります。北杜の
力を信じ、「北杜市を前へ」をスローガンに、市民の皆さま、事業者
の皆さま、北杜を愛し応援してくださる皆さまの力を集結し、活力
に満ち、市民が豊かさを享受できる北杜の未来を築いていきます。

施 政 方 針市長の
大柴邦彦

市民の皆さまと信頼関係を築き
「絆」で結ばれた、市民が主役の
まちづくりを目指します


